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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本人学校でどのようなグローバル人材が育成できるかをこれまでの実践
報告の分析と調査等を通して明らかにすることを目的にした。日本人学校で育成可能な人材とは、グローバル型
能力と英語力を兼ね備えた人材、バイカルチュラル・バイリンガルで二つの国の架け橋になる人材、現地コミュ
ニティにおけるリーダーとなる人材、そして親日的な人材の4タイプである。香港日本人学校などを通してこう
した人材育成の具体の取り組みを検討し、日本人学校の新たな教育モデルを構築するための課題を明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to find types of global human resources 
Japanese schools abroad can promote through the research and its analyses at Japanese School. It was
 found that main four types of such human resources are; (a) persons with both English and global 
capability, (b) bicultural and bilingual persons who bridge the two (local and Japan) countries, (c)
 persons who become leaders in the local community, (d) persons with pro-Japan attitude. This 
article examines various initiatives that have been made to develop such human resources and discuss
 challenges in developing new education models for Japanese schools abroad by a case study in Hong 
Kong Japanese school.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、海外日本人学校におけるグロ

ーバル人材育成の可能性と課題について、

東アジアの日本人学校を事例に検討したも

のである。研究開始当初は、グローバル人

材の育成が政策課題になり、グローバルな

競争を勝ち抜く力を身に付けた人材の育成

が教育課題になっていた。しかし、多文化

社会の進展とともに、国際競争に勝ち抜く

グローバル人材という位置付けだけでは対

応できなくなっている。そうした人材の育

成には、教育全体の多様化を進めることが

前提である。しかも、グローバル化の進展

とともに多文化化が進行し、多様な背景を

持つ人との共生が課題になってきた。そこ

で、教育においても改めて「グローバル・

多文化的市民」の育成を現実のもとして構

想する必要が出てきた。 

日本人学校は、アジア地域を中心に、国

際結婚家庭の子ども、外国人家庭の子ども

等が増加し、子どもの多様化、多文化化が

急速に進行している。そのため、多文化化

した状況での教育の在り方が強く求められ

ている。香港、中国、台湾などの日本人学

校は、国際結婚家庭の子どもが多数在籍し、

日本への帰国を前提とした子どもの教育の

みでは対応しきれない状況にある。多様性

を活かした新たな教育のあり方を具体的に

検討することが大きな課題になってきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本人学校においてどのよう

なグローバル人材の育成が可能かを検証す

ることが目的である。日本人学校は 2000

年以降急速に国際結婚家庭の子どもが増加

し、こうした内部の多様性を活かした教育

をいかに行うかが課題となっている。日本

人学校においてこそ、多様な背景をもつ他

者と共生し、よりよい社会を形成しようと

するような人材を育成することが強調され

るようになってきたのである。国際競争に

打ち勝つ「国民国家的な日本人」を育成す

るのではなく、多様性を前提にし、「グロー

バル益」を追求できるような人材育成であ

る。 

本研究では、以上のような日本人学校の

多様化といった背景を踏まえ、今後の日本

人学校における新たな教育モデルを構築す

ることを目指している。具体的には次の２

点について検討した。第１は多文化化した

日本人学校における教育活動を異文化間教

育、市民性教育の視点から考察を加えるこ

とで、今後の日本人学校の教育の方向性や

実践の指針を明確にすることである。第２

は日本人学校の新たな教育モデルとして

「 国 際 バ カ ロ レ ア 」（ International 

Baccalaureate、IBと略）に注目し、その

教育を日本人学校でどのように実践できる

かを検証することである。 

 
３．研究の方法 
 研究方法は大きく３つである。１つは東

アジアの日本人学校を中心にしてこれまで

の実践報告、研究紀要などから参考になる

実践を収集し、分析することである。ここ

では、蘇州日本人学校、香港日本人学校、

上海日本人学校、台北日本人学校、台中日

本人学校、高雄日本人学校、マレーシアの

クアラルンプール日本人学校、シンガポー

ル日本人学校、タイ日本人学校、アスンシ

オン日本人学校、この他、アメリカの西大

和学園カリフォルニア校なども対象にして

実践報告の分析を行い、参考になる実践を

抽出した。 

 第２は質問紙調査の実施である。特に、

蘇州日本人学校では、小学１年〜６年まで

の 349 名、中学 1年〜3 年までの 78 名、

合計 427名（全校児童生徒）を対象に学習

と生活に関するアンケート調査を実施した。

そのことで、子どもの実態に即した教育に

ついて検討した。 



 第３は現地調査である。蘇州日本人学校、

香港日本人学校、クアラルンプール日本人

学校、西大和学園カリフォルニア校を訪問

し、学校運営委員会、校長、担当教師など

にインタビュー調査を実施するともに、授

業観察などを行い、新しい教育実践の可能

性を探った。 
 
４．研究成果 

研究成果としては、日本人学校で育成可

能なグローバル人材のモデルを抽出したこ

とである。第 1は広い視野、論理的思考力、

適応力、自己表現力などのグローバル型能

力と英語力を兼ね備えた人材（香港日本人

学校、シンガポール日本人学校等）、第 2

に日本語能力・外国語能力を持ち、二つの

文化と社会を理解し二つの国の架け橋にな

る人材（台北日本人学校等）、第 3 に世界

各国の日系人及び現地コミュニティにおけ

るリーダーとなるグローカルな人材（タイ

日本人学校、アスンシオン日本人学校等）、

そして第 4に日本社会・文化、日本語を理

解し、日本を支援する親日的な人材（西大

和学園カリフォルニア校等）、の 4 タイプ

である。第 1と第 2のタイプは日本人学校

の実践に、第 3と第 4のタイプについては、

日本人学校の現地校との交流活動と同時に、

日本人学校の人的・物的リソースを活用し

た取り組みに注目した。 

今回は、この４つのタイプのうちグロー

バル型能力と英語力の育成を目指した取り

組みを行っている香港日本人学校に注目し

た。香港日本人学校は、本研究の開始と同

時に、新しい教育の取り組みを目指して改

革を行うことになり、改革当初から研究の

一環で関与してきた。香港日本人学校は、

IB に準拠した教育を軸に改革を進めてお

り、特設の「グローバルクラス」を立ち上

げ、理科と算数の英語「イマ―ジョン」教

育、独自教科である「グローバル・スタデ

ィズ」といったプロジェクト学習を導入し

た。「グローバル・スタディズ」は、香港の

課題をトピックにし、探求を核にした総合

型のプロジェクト学習である。その単元の

開発支援とグローバルな課題を協同で学習

する「協働学習プロジェクト（Student 

Action Project：SAP）」のプログラムの単

元の開発の支援を行い、実践にも関与して

きた。2016 年度に小学 4 年生のクラスを

立ち上げ、2018年度は小学部の完成年度に

あたる。 

本研究を通して日本人学校の新たな教育

モデルを構築するための実践の方向と課題

が見えてきた。グローバルな社会では、多

様性を認識し、差異を個性として尊重でき

るような人材が求められる。日本人学校で

は、グローバルな課題や現地の多様な課題

を取り上げ、そうした課題の解決について

協同で学習に取り組んでいくための実践や

カリキュラム開発が不可欠である。その意

味で、香港日本人学校の取り組みは今後の

日本人学校の実践を進めていくうえで参考

になる。 

今後は、グローバル人材の他の３つのタ

イプについて具体の実践に即してどのよう

に進めていくか、そのための課題を明らか

にしていきたい。 
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